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Ⅰ. 工事位置

Ｎ



Ⅱ. 工事概要
� 路線名

東関東自動車道水戸線

� 工事期間

2018年9月14日～2020年3月31日

� 工事場所

茨城県行方市両宿地先

� 主な工事内容

橋梁下部工（国道354号跨道橋Ａ1橋台 １式）

地盤改良工 １式 （スラリー攪拌 143本）

橋台工 １式 （既製杭工ＳＣ杭φ800 Ｌ＝12.5ｍ 66本、

橋台躯体工（Ｈ＝16.7ｍ1基） 1式、銘板工 1式）

仮設工 １式 （土留・仮締切工 1式、作業ヤード整備工 1式）





Ⅲ. 工事特性
・国道３５４号に面していること

・北浦と霞ヶ浦に挟まれた地で地盤が弱く、地層変化が⼤きい可能性があること



・交通災害防止の実施
⼤型⾞や速度超過の⾞が多い
現場出入口が国道に面している。

施工基面から
6.5ｍ

過積載防止対策の徹底
重量の確認を⾏い過積載は
絶対させない︕



・施工地盤の軟弱性
事前ボーリングの実施と施工地耐⼒の確保

転倒事故なく施工を完了



１）「平成30年度 重点安全対策」への取組
Ⅳ. 安全対策の取組

Ⅰ.架空線等の損傷事故防止
従来の視覚のみの高さ制限から
間隔と聴覚に訴える高さ制限に



Ⅱ.建設機械の稼働に関連した⼈身事故防止
エスカルバーや後方監視カメラはもちろん、
衝突軽減システム搭載機の採用。

衝突軽減システム搭載バックホウ 後方監視カメラ搭載クレーン



Ⅲ.資機材等の下敷きによる⼈身事故防止

カラーコーンの色分けによる各ヤードの明確化吊り荷警報装置の使用



１）安全掲示物の工夫
●現場の⾒える化

現場の配置図を使ってＫＹ活動

安全宣言の掲示

指示書等の掲示



２）24時間気象観測装置の導入
ネオロガーによる観測記録と電光掲示板による表示

⾬量・風向・風速・気温・湿度・ＷＢＧＴ値を
測定し順番に電光掲示板に流れる



3）鋼矢板の24時間観測
鋼矢板の偏位観測計による24時間計測と記録

現場に⾏かなくても確認可能



４）熱中症対策

ＷＢＧＴ値の掲示 ●空調服の推奨

電光掲示板による掲示



●簡易休憩所

レスキューボードベンチ

警備員用休憩所
経口補水液の常備 氷・保冷材の準備

エアコン設置

ウォーターサーバー

●休憩所にエアコン・冷蔵庫・ウォータークーラーを設置

ミストファン



５）盗難対策
●現場事務所
ホームセキュリティーによる
24時間体制の防犯

スマートフォンから確認。
角度の変更等もスマホ上で。

●現場防犯カメラ設置



６）安全教育訓練の工夫

ｃｖｃｖＶＲ等の新技術を積極的に導入

ｃｖｃｖIpadを利用した教育訓練



７）若⼿⼥性技術者によるパトロールやクロスパトロールの実施

弊社若⼿⼥性技術者による安全パトロールや弊社近隣現場とのクロス
パトロールを実施しいつもとは違った視点から安全・衛⽣をチェック︕



8 ）外国⼈労働者に対する取り組み
新規⼊場教育資料 絵で⾒てわかる作業⼿順書

日本語がうまく話せなくてもコミュニケーションをしっかりとって
安全に作業できる環境。



担い⼿の育成・確保への貢献
●⼤学⽣や外国⼈留学⽣のインターンシップや現場⾒学の受入れ

鉄筋の写真管理実習中



以上、ご清聴
ありがとうございました。


